
Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assoolatlon 　of 　Dlsablllty 　Solenoes 厂　Japan

障 害科学 研 究、37，　91− 102，2013

資　料

実施 した指導の 振 り返 りに よ る設定 され た指導 目標 ・ 内容 の 妥当性 の検討

　　　　一 自立活動を主 とす る教育課程を履修 した卒業生の 指導 につ い て一

一
木　　薫

＊ ・安藤　隆男
＊ ＊

　本研究で は 、 特別支援学校 （肢体不 自由）で 自立活動 を主 とする教育課程を履修し

た卒業生の 指導に携 わ っ た教師 に よる 自立 活動 にお ける指導目標 ・内容設定の 実態 と

在学時の 指導の 成果及び課題 を明 らかにす る こ とを目的 と した 。 卒業生 4 名の在学時

の 指導記録 と実施 した指導を振 り返 る教 師 7 名 （担任 4 名 、 自立 活動専任 3 名）の 語

りを分析対象 とした 。 子 どもの 成長 を描 ききれ な い 教師が 身体面の 課題に 焦点化 した

指導を積み重 ねて きた背景に は 、 指導目標 ・内容 の 設定に戸惑 う担任や 、 自立 活動 の

内容を適切に 関連づ ける こ とがで きなか っ た専任の 実態が あ っ た。こ れまで十分な指

導 がな されて こ なか っ た コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 力 を、 今後、意図的 に育むため に も 、

自立活動 の 指導にお ける教師の 力量 を高め るため の 校 内体制の 工 夫や 、 卒業まで に必

要 な教育の 内容や 方法に つ い て各校で 検討する こ との 重要性が示唆 された 。

キ ー ・ワ
ー ド：自立活動　指導 目標 ・内容の 設定　卒業生　実施 した指導 の 振 り返 り

1．問題の 所在 と目的

　昭和 46年 の 特殊教 育諸学校 学習指導要領 以

降、特殊 （特別支援）教育対象児の 障害の 重度・

重複化、多様化へ の 対応は、重複障害者等 の 教

育課程に関す る取扱 い を適用する各学校の 裁量

に委ね られ て きた 。 現行の 教育課程の 基準に よ

れば、重 度重 複障害の ある子 どもの 教育で は 、

自立活動を主 とした指導が 行われ る。個々 の 実

態に応 じて 指導計画を立案す る 自立活動の 考え

方や その 自立 活動を主とす る教育課程 は 、 個 々

の 教育的 ニ ーズに対応する点で評価 され る 。

　しか し一方で 、 個 々 の 実態を基点 とする 指導

計画の 立案及び教育課程の 編成 は、教師が指導

の 展望 を描 きに くい 状 況 をもた らした 。

一木 ・

安藤 （2010）が特別支援学校 （肢体不 自由）教師

を対象 に実施 した 「教師が児童生徒 に 対 して 描

’
福岡教育大 学教 育学 部

艸
筑 波 大 学 大 学 院 人 間 総合科学研 究 科

く指導の 展望」に関す る調査で は 、 子 ど もの将

来 の 学習内容につ い て 各教師が描 くこ と の で き

る見通 しは平均 2．9年 （SD ＝1．75）であ り、 「日々

の 指導の 見通 しに対す る困難 さ」や 「自立活動

の 指導に お ける 個別 の 指導計画作成上の 不安」

が指導の 見通 しに影響 を及ぼ して い る こ と、障

害児教育経験年数の 浅 い 教師 ほ ど 「自立活動の

指導にお ける個別の指導計画作成上 の 不安」が

有意に高 い こ とが 明 らか にな っ た 。

　さ らに、個 々 の 教 師の 描 く指導の 展望や 、 抱

える 困難や 不安が 日 々 の 職務 に及ぼす影響の 実

態 を把握する た め に、障害児教育経験年数の 異

な る重度 ・重複障害教育担 当教師に実施 した面

接調査 （
一一

木
・安藤 ，

2011）で は、新任期 （赴任

1 〜 3 年目）及 び安定期 （4 〜 6 年目）にある教

師は 、 自らが設定した指導 目標 の 不確実性か ら

日々 の 授業やその 他 の 職務に不安 を抱 き、中堅

期 （7 〜 18年目）及び熟練期 （19年以 上 ）の 教

師は 、指導目標 に
一定の 自信 を持 ち つ つ も限 ら
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れ た就学期間にお ける指導内容の 精選 に悩む実

態が 明 らか とな っ た 。 教職の ライ フ サ イク ル に

お ける連続的な発達課題 につ い て の モ デ ル を示

した Huberman （1989）に よれ ば 、「安定期」 に

ある教師は教育実践の 知識が安定 し新 たな挑戦

へ の 意識が芽生える時期 とされ る 。 しか し、重

度 ・重複障害教育担当教師は安定した状態にな

く日 々 の 授業 に不安 を抱 えて い た 。 自立活動を

指導の 中核 とする重度 ・重複障害教育に携わる

教 師は 、 通常教育に携わる教師に比 して、指導

に対す る
一

定 の 自信 を見 い 出すまで に時間を要

する と言えよ う。

　 この よ うな教師の 実態 か ら、 自立活動 を主 と

する教育課程で は 、 教師が 、 内容選定の 段階か

ら自ら に裁量 を委ね られ る仕組み の 中で 、 指導

の 展望 に不安 を抱 えなが ら 日 々 の 指導に 従事す

る状況 にあると考え られる。この 「個」を基 点

とす る 自立活動 を主 とする教育課程 の 課題 は、

教 師個人で は解消 し得ない もの で あ り、 学校教

育と して 自校の 子 どもたちに どの よ うな力を育

むの か、重度 ・重複障害教育にお ける カ リキュ

ラ ム の 検討 が不可欠 で あ る現状 を示唆 し て い

る 。

　重度 ・重複 障害教育にお ける カ リキュ ラ ム研

究に 取組むに際 して は、次の 点 を明 らか にする

こ とが重要で ある。 こ れ まで 重度 ・重複障害教

育を担 っ て きた教 師は個 々 の 実態 に応 じ て 何を

指導し て きた の か 。 どの ような根拠に基づ い て

その 指導 目標や指導内容を設定した の か 。 そ し

て 、 卒業生 の 現在の 生 活を知 る教師 は 、 過去の

自ら の 実践 を振 り返 り、何 を評価 し何 を課題 と

捉 える の か 。 また、卒業生の 保 護者 は在学時の

我が 子 に対する学校教育を ど の ように評価する

の か 。 卒業後の 視点か ら在学時の指導を遡 っ て

こ れ らの 点に つ い て明らか にする こ とは 、 学校

教育 として子 ど もに育む力や その ため に必要な

教育の 内容 ・方法 、 指導 を担 う教師の 成長 を支

える学校組織の 工 夫等 、 今後の 重度 ・重複障害

教育 にお ける カ リキ ュ ラ ム を考究す る上で 必要

な知見 をもた らす と考える 。

　そ こで本研 究で は 、 特別支援学校 （肢体不 自

由）で 自立 活動 を主 とする教育課程 を履修 した

卒業生の 指導に携わ っ た教師に よ る 自立活動に

おけ る指導 目標 ・内容設定の実態 と在学時の指

導の 成果及 び課題 を明 らか にする こ とを 目的 と

した 。 なお、卒業生の 保護者の 学校教育に対す

る評価に 関する検討は別稿で 報告する 。

　また 、 本稿 で は、「学校教育 の 目的や 目標 を

達成する ため に 、教育の 内容を児童生徒 の 心身

の 発達に応 じ、 授業時数 との 関連 にお い て総合

的 に組織 した学 校の 教育 計画」 （文部科学省 ，

2009）に つ い て 述 べ る際には 「教育課程」 を用

い 、研究 レ ビ ュ
ー

や 子 どもの 学習経験 を踏 まえ

た よ り広義の 概念に つ い て 議論す る際 には 「カ

リキ ュ ラ ム 」 を用 い た 。

皿．方法

　 1 ．対象者

　Q県立特別支援学校 （肢体不 自由）4校 （v 〜

Y 校）の 卒業生 4 名 （A 〜D 児）の 指導を担 当し

た 教師 7 名 （学級担任 4名、自立活動 （養 護 ・

訓練）専任 3 名）を対象に 半構造化面接 を実施

した 。 自立 活動 （養護 ・訓練）専任 は学級担任

を持たず 、 自立 活動 （養護
・
訓練）の 時 間の 指

導 に つ い て 中心 的な役割 を担 う立 場の 教 師で

あ っ た 。 以下 、 卒業生 4名の 選定基準 につ い て

示 した上 で 、 本調査の 対象者で ある教 師の 選定

基準を示す 。

　著者 らは・本研究に 関連する 調査 と して 、 Q
県立特別支援 学校 （肢体不 自由）4 校を平成 元

年以 降に卒業 した生徒 の うち、在学中に 自立活

動を中心 に学 ん だ通学生 （隣接する病院か ら通

学 す る 生徒 も含 む）153名の保護者 を対 象 に 、

卒業生 の 生 活の 実態 と学校教育に対す る評価 に

関す る質問紙調査 を実施 した。また、回答者 の

中か ら選定した 4名の 卒業生 の 保護者に面接調

査 を行 っ た 。 その 際 の 選定基準 は次 の 通 りで

あ っ た 。

　質問紙 調査 で は 、保護者 の QOL に つ い て も

尋 ね た 。 本来QOL は 本人 の 主観的意見を重視

す る もの で ある が、不可能 な場合 は本人 の 意図

を尊重 で きる者 に よる代理 回答の 方法が採 ら
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れ、医療 ・保健分野 で は被介護者 （患者）と介

護者 （家族等）の QOL の 関連性 も指摘 されて い

る （例 えば 、 大 川 ・斉藤 ・松本 ・太 田 ・青塚 ・

上 田 ・大村 ・中村 ，
1999）。 その QOL の 関連性

が 保護者 と重度 ・重複 障害者に も存在す る こ と

を想定し、最 も身近 な生活者と考えられ る保 護

者の QOL を調査する こ と とした 。 結果として 、

卒業生の ADL や 1 日 の ス ケ ジ ュ
ール が

一
様で

あ っ たの に対 し保護者の QOL は 多様で ある こ

とが 示 され た 。 身近 な生活者 で あ る保護者 の

QOL は、卒業生本人の QOL や 学校教育に対す

る 評価へ の 影響が 想定 された 。 そ こ で 、 保護者

の QOL の 得点が 回答者の平均か らlSD 以上 離

れた保護者 4名 を選定す る こ ととした。

　二 点目の 基準は 、 学校教育に対する評価に つ

い て保護者 に回答を求め る こ とか ら、個別の 指

導計画や通 知表な ど在学 中の 指導に関す る記録

が十分に保存されて い る卒業生 と した。

　以上 の 基準で選定 した 4名の 在学時の 指導を

担 当 した教師の 中か ら、現在 も本人 と の 接点 を

もち卒業後の 生 活に つ い て把握 して い る学級担

任 と自立活動 （養護 ・訓練）専任を本研究の 対

象 と した （Table　l）。 以下、　 A 児の 学級担任を担

任 A 、 自立 活動 （養護
・訓練 ）専任 を専任 A と

表記する 。

　なお 、本研究 は 、 Q 県教育委員会は じめ県内

すべ て の 肢体不 自由校 （4 校）の 全面的 な協力

を得て 取組む もの で あ っ た 。 Q 県の教育費及び

歳出総額に 占める教育費の 割合は全都道府県 の

ほ ぼ 中央値 （割合 は 平均 値）で あ り （全 国都道

府県教 育委員会 連合 会，2010）、公立特 別支援

学校教師の 当該障害種教諭免許状保有者の 割合

（平 成 21年 5 月 現 在 ） は 73．8 ％ で 全 国 平 均

（67．9％）を上 回 っ た （文部科学省， 2010）。 全国

的には ほ ぼ平均 的な県 と想定される が 、 島嶼地

域が多い 点が特徴で あっ た 。

　 2 ．手続 き

　2011年 9 月上 旬〜下 旬に、次 の 3 に 示 した

調査項 目に基づ き半構造化面接 を実施 した 。 調

査実施場所は、対象者が現在勤務す る （退職 し

た教師に つ い て は か つ て 赴任 した）特 別支援学

校と卒業生の 自宅で あ っ た 。 前述の 、本研究と

関連 して実施 した保護者対象の 面接調査で卒業

生 の 自宅 を訪問す るに際 し同行い た だ い た対象

者 に つ い て は、卒業生の 自宅で 実施 した 。 い ず

れ の 場合 も、 筆頭著者が そ れぞ れ の 場所を訪問

して実施 した 。

　所要時間は 、 対象者
一人あた り 1時間程 度で

あ っ た 。 面接 にお ける 回答は、対象者 に許可 を

得 た上 で IC レ コ
ーダー

に記録 した 。 得 られ た

音声デ
ータは 文字化 した 。 なお 、 対象 者 には、

個人情報 の保 護 とイ ン タビ ュ
ー中断の 自由に つ

い て予 め説明を行 っ た。

Table　1　対象者の 属性

対 象者 　　 対象者が 指導 を担 当した期間の 卒業生の 学年
指導担当時点の 教職経験 年 数

（うち肢体不自由教 育経験 年 数）
卒業生 を担 当す るまで の 教職経験

＜ 1＞ 　担任A

＜2＞ 　専 任 A

く3冫 　 担任 B

〈4＞ 　専任 B

＜5＞ 　 担任 C

小学 部 3 〜4年

中学部3年

〈6＞

　担 任 D　（小 3後半，小 4前 半，中 1の 1，2学期は 育休）

＜ 7＞ 　専任 D

小学部5〜6 年，中学 部 1年，3年

　 　 　 中学部 1〜3年

　 　 　 小学部 1〜3年

　 小 学部 3 〜5年、中学部 1年

小 学部3年

23年 　 （1年）

8年　 （4 年）

6年　 （6年）

5年　 （5年）

4年　 （4年）

10年　 （6年）

12年　（12年）

小 学 校特 殊学 級 に 3年，知 的障 害 養護 学 校 に

12 年，知 的 障 害養 護学 校 （2校 目）に7年，V

校 に赴 任して 1年目

知 的 障 害養護 学校 に 3年，V 校 に赴任 して 5 年

目 〔4年 目は1年間，大学 院 に 在籍，5年 目か ら

専任＞

W 校 に 5 年，X 校 に赴任 して 1年 日

X 校 に 5年 〔4年 日か ら専任）

V 校に 3年，Y 校に赴任 して 1年目

知的障害養護学 校 に 4年，Y 校に 赴任 して 6年

目

W 校に 4年，Y 校 に赴 任 して 8 年目 （3 年目か ら

専任）

※ 卒業生 C が 在籍した Y 校は 平成 21年度末 まで 自立 活動専 任 を配置 して い なかった た め 担任の み とな っ て い る
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　 3．質問項目

　在学時の 卒業生 に対 して ど の よ うな期待 や思

い を抱 き、何を根拠 と して 自立 活動 （養護 ・訓

練）の 指導 目標 ・内容 を設定 したの かに つ い て 、

卒業生の 指導を担 当した当時に立ち返 っ て 回答

して もら う 「指導 目標 ・内容の 設定に至 るプロ

セ ス 」 と 、 卒業後の 生活 を知る現在 の 視点か ら

在学時の 自らの 指導 を評価 して もらう 「在学時

の 指導の 評価」か ら構成 した 。

　 4 ．分析方法

　面接 調査 で 得 られ た 逐語録を グ ラ ウ ン デ ッ

ド ・セ オ リー ・ア プ ロ ーチ （木下 ， 2007）を参

考に以下の 手順で 分析 した 。

  逐語録の 中で 「指導目標 ・内容の 設定 に至 る

　プ ロ セ ス 」や 「在学時の 指導の 評価」 に つ い

　て語 られて い る部分 を抜 き出 し、 直接得 られ

　る解釈 内容と して の 「概念」 を生成 し、サブ

　カ テ ゴ リ
ー

と して 命名 した 。

  概念 を精緻化 し、 類似 の 概念 をま とめ て カテ

　ゴ リ
ーを生成した 。

  概念 の 生成 と精級化の 作業を理論 的飽和 まで

　繰 り返 した 。

　概念及び カ テ ゴ リーの 分類及 び修正 は、大学

院生 2 名と研 究者の 3名で実施 した 。 評定が
一

致 しなか っ た デ ータ に つ い て は評定者間の 協議

を重 ね 、分類 した 。 以 下 、カ テ ゴ リーを 【】、

サブカ テ ゴ リ
ーを 囗 で表記 し、面接デ

ー
タの

一
部を挿入する際に は 『』で 示 した。

皿．結果

　 1 ．在学時 に実施 した指導

　卒業生 A 〜 D 児の 通知表 に記載され た在学時

の 指導記録 （抜粋）と現在の 実態を Table　2 に示

した ． 自立活動 （養護 ・訓練）の 指導 で は、定

頸か ら座 位 、 立位 、 歩行に至 る運動発達の プ ロ

セ ス に個々 の 実態を照 らし、そ れぞれ の段 階か

ら指導が積 み重ね られ て い た （A 児は座位 〜歩

行、B 児は 定頸〜座位、　 C 児 と D 児は定頸 か ら

歩 行）。 身体の 変形 ・拘縮 や側彎の 予 防へ の 対

応 も共通 して行わ れ た 。 そ の 他に 、 B 児 とD 児

に対 して は 、 感覚刺激の 受容や感覚 ・運動に関

す る指導が行 われ 、 A 児 とC 児に 対 して は、手

指の 操作 に関す る指導が 行われ て い た 。 また 、

対 人関係 を育む指導に つ い て は 、 C 児 とD 児が

小学部の 時期 に行われ て い た 。

　 2 ．指導目標 ・内容の 設定に至 るプロ セ ス と

　　在学時の指導の評価

　在学時の 指導に対する教師の 振 り返 りを分析

した結果 、 16の 概念が 生成 され、【卒業生 に対

す る 当時 の 思 い 】【指導 目標 ・内容 を設 定 した

根拠 】【当時の 指導に対す る反省 】【学校教育 の

意義 の 再認識】の 4 つ の カ テ ゴ リ
ー

に分類され

た （Table　3）。

　【卒業生 に対す る 当時の 思 い 】に 関す る具体

的 な発言内容 を Table　4 に示 した 。 【卒業生に対

す る当時の 思 い 】に は 、 ［子 ど もの 成長 に対す

る具体的 な期待］ と ［漠然 とした成長の 見通 し

や卒業後の 生 活の イ メ ージ］が分類 され た。卒

業後の 生 活につ い て は 4名の教師が 家族 や福祉

サービ ス を活用 しなが ら過 ごす生活 をイメ
ー

ジ

して い た 。 専任 D は卒業後 の 生活は 『十分 に読

め て い なか っ た』と語 っ たが 、 3 年後の 子 ども

の 成長に つ い て は 具体 的に描 い て い た 。

　【当時の 指導 目標 ・内容を設 定 した根拠】に

関す る 具体 的 な 発言 内容 を Table 　5 に示 し た。

【当時の 指導目標を設定 した根拠】に は、［子 ど

もの 実態］ ［子 ど もの 成長の 見通 しや卒業後 の

生活］［自立活動 （養護 ・訓練）専任や 関係機 関

の 助言］ ［自立活動 （養護 ・訓練）専任 と して の

立 場 や 自らが 習得 した指導法］ ［学校 の 組織研

究］ が分類 された 。 ［子 ど もの 実態］で はて ん

かん 発作や 入退 院を繰 り返す子 どもの 切迫 した

健康状態が あげ られた 。 ［子 どもの 成長の見通

しや 卒業後の 生 活］は 、い ずれ も3 年後 を見据

えた もの だ っ た 。 ［自立活動 （養護 ・訓練）専任

や 関係機 関の 助言］で は 、 医療機関における訓

練 を参考する教師もい た 。 専任 を配置 して い な

か っ た Y 校で は 、 担任が医療機関を訪問し訓練

の 実際をビデ オ で 撮影 し自立 活動 の 指導の 参考

として い た経緯が あ り、 V 校 には隣接す る子 ど

も医療福祉 セ ン ターの 理学療法士 や作業療法士

が 来校 して 行 う訓練 を授業とみ な して い た経緯

一 94 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

JapanAssooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂
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Table・3　カ テ ゴ リ
ー

及 び サ ブ カ テ ゴ リ
ー

の 定義

カ テゴリ
ー サブ カテゴ リ

ー 定義

卒業生に対 する当

時の 思い

11】 子 ど もの 成長に 対する具体的な期待　　　　　指導 担当時 の卒 業生 に寄せ た成長 へ の具体的な期待に 関する発言

1・1 聾
し繊 の 見 通 しや 轍 の 生 活の イ

響
当時の 卒業生 に 想定 した成長 の 見通 しや轢 後の 蛞 に 関する

当時 の 指導目標・
内 容 を設 定 した根

拠

【31 子 ど もの 実態

【4］ 子 どもの 成長の 見通 しや卒業後 の 生 活

指導担 当時 の 卒業 生の 実態 を根拠 としてい たこ とに関する 発言

指 導担 当時の 卒業 生に 想定 した成長 の見 通 しや卒業後の 生活を根拠と

して い たこ とに 関する発 言

　　 自立活動 （養護 ・訓練）専任や閲係機関の 助 自立活動 （養護・訓練 ）専任 や外 部専門家の 助言を根拠として いた こと
【5】
　　 言 に関する発 言

16】

【7】

自立活動 （養護・訓練）専任としての 立場や 自 自立活動 （養 護 ・訓練 ）専 任と して の役割や 専任として 自らが 習得した指

らが習得した指導法

学校 の 組 織研究

導法を根拠として い たこ とに関する発言

指 導担 当時 に取 り組 まれて い た学 校研 究の 内容 を根拠 としてい たこ とに

関する発言

当時の 実 践 に対 す

る反省

【8】

【9】

【玉 o 】

自身の 力量不足 に よる戸 惑い や苦 痛

子 ど もの 成 長を見通 すこ との 難 しさ

子 ど もの成長か ら学ん だ こ と

自身の 力量 不足か ら自立活動 の 指 導 に戸 惑 い や 苦 痛 を覚 えて い たこ と

に 関する発言

重度 ・
重 複障 害の あ る 子どもの 成長 を見通 すこ との 難しさに 関する発 言

指導を担当時の 卒業生 の成長する 姿か ら学 んだこ とに 関する発 言

【・・】 欝
標 ’内容を設定するプ ゜セ ス の 課題や

指導 賺 内容 ・設 定す・プ ・ セ・ の 課題・ 評価・ 関す 礁

【12 】 コ ミュニ ケーシ ョ ンの 指 導に 対 する反省 ・後悔 コ ミュ ニ ケーショ ン の 指 導に対する反 省や後悔 に閲する発言

　 　　 卒 業 後の 生活 を意識 した指 導に 対 する反省 や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卒業後の 生活を意識 した指導に対 する反省や 悩 み に 関する発言【13】
　 　　 悩 み

【14】心 身が 成長する時 期だ か らこそ必要 な指導

学校教育の 意 義の

　　　　　　　　　115】
再認識

自分の思い を表出し伝 える力の 育成

【161 学校ならで はの 体験や学習

心 身が 成 長する時 期 ゆえに必 要 な実 践 として重視 され た身体や情 意 の

指 導に関する 発雷

子 どもが 自分 の 思い を表 出 し伝 えるカ を学 校教 育として 育 むこ とを重 視

す る発言

各 教科 を学習 する機 会 の 保障 等，学 校 ならではの体 験 や学 習を重 視す

る発 言

Table　4　【卒業生 に対す る当時 の 思 い 】の具体的 な発言内容

サブ カテ ゴ リー 具体的な発言内容 〈発言者〉

子 どもの 成長 に

対 す る 具 体 的

な期待

・
友 だ ちの 声が した ら興味 を示 してそち らに視 線を向ける ように な っ て ほ しい ，（略）何か が あるか らそこに行 きた い となっ て ほ しい な

あと ＜ 1＞

・座位 で 意思の 表 出の た め の コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン手段を使うこ とが で きる ように な れ ば ，外界 との 関 わ りが 高ま っ て い くん じゃ ない

か な と想定して い たよ うに思 い まず （略）3年生の 時 の様 子 か らする と，ある程 度表 情 を読 み取 っ たりとか ，嫌 なときは 「嫌」 とい

う感 情表現がで きたの で，文 字 まで い かな くて もサイン だけ で もで きるようなこ とを想定 しなが らや っ て い たように思い ます ＜ 7＞

漠然 とした成 長

の 見 通 し や 卒

業後 の生活の イ

メージ

・何か を
一
人でで きる ようになるとい うこ とは まず もっ て ない だろうなあ と．具体 的にイメージ するとい うよりは人の 力をうまく使い な

が ら生 きてい くときに，その人 との 関係 やその 場 に慣 れるこ とを大事，と思っ てい ましたね、集団の 中で自分の 居場 所を見付 ける，
心地 よく過 ごせるこ とで すね．＜1＞
・デ イサービス を利用 した生活 を送 られるの ではない かなあ とい う漠 然 としたもの ．中 3だ っ たの で，まだ高 等部 3年間が あるぞ と思っ

て い ました，＜2＞

・当時か らデイサービス を利用 して い たの で，高等部 卒業後 もその まま利用 しなが ら生活 を送 るこ とを想像 して い ました．〈 3＞

・デ イサービス 等を使 っ て毎 日迎 えに来 て もらっ て どこかに通 っ て とい う生活を送 っ てくれた らい い なあと．非常 に大 ざっ ぱなイメー
ジなん で すけと 〈4）

・普段本当に筋肉に力が入らない し．（略）今の ，ちょ っ と離れて も座 っ て い られ る姿は想定して い なか っ たと思い ます．＜ 5＞

・（座 位の 指導が この 先に どうつ なが るの か ）その 頃 はそこまで はなか っ た と思 い ま引 こ れをしなきゃ い けない とい うこ とだけはあっ

て．〈 6＞

・当時 は養護 ・訓練の 目標設 定をする ときはだい たい 小学 部を卒業 するときの ビ ジ ョ ン で 設 定して い たように思い ます だか ら小学

部卒業 後さらに 3 年先 まで は十分 に読 めて い なか っ たかなと．＜7＞

〈 〉 内の 数字 は Table 　1で 示 した 対象者を 表す

が あ っ た 。 ［自立活動 （養護 ・訓練）専任として

の 立場や 自らが習得した指導法］で は 、 校内の

暗黙の 了解 として専任が身体の 動 きに関す る指

導を担当する こ とに な っ て い た こ とや 、専任と

して 研鑽を積み 習得 した指導法が根拠とされ て

い た 。
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実 施 した 指導の 振 り返 りに よ る設定 され た指導目標 ・内容の 妥当性の 検討

Table　5　【当時 の 指導 目標
・
内容 を設定した根拠】の 具体的な発言内容

サ ブカ テ ゴ リー 具体 的な発言内容 く 発言者 〉

子 どもの 実態

・とにかく体調管理に努めたような気が します 　目の 前の こ とばか りだっ たと思い ます く3＞

・筋力が ものすごい 弱い お子さん だ っ たの で そ れをどうをつ け なが らとい うの と，てんかん 発 作が すご く大 きなところが あ っ た の で ，
お母さんの 不安を取り除きなが ら，生活して い く上で どん な力を つ けた らい い ん だろうと考 えて い た ように 思い ます．＜5＞

・
キ
ー

ボ
ー

ドを置い てお くと寝返 りを自分で 打て る ように なっ たんで すよ，それをどう本人な りの 身体 の 動 きだった り，自立 だ った り，
コ ミュ ニ ケ

ー
シ ョ ンの 向上 だっ た りに つ なげるか とい うこ とばっ か りを考えなが ら （ 5＞

子 どもの 成長の

見 通 しや 卒 業

後 の 生活

・
中学部で は体力もつ い て 継続した指導がで きる ように な っ たし，高等部 がなか っ たこ ともあ り，特 に3年 生の 時 は将 来の 生 活 を意

識 して 目標を立て て い た と思い ます 楽な姿勢は，どんな場面で もこの 姿勢 な ら楽 な呼 吸を保てる，とい うもの を見つ けた か っ た し，
意思表示は，これか らか かわ るで あろ う知 らない たくさんの 人た ちと，少 しで も意 思疎通 がで きれば い い な．と願い ，目標を設定

したと思い ます．＜3＞
・座位をさせ る こ とで はなくて ，目の 高さを上 げることで ものの認知 を高 めるこ とと上肢 の操作性を上 げる こ とで 関係性，外界との

関わりをもたせ る ことが
一

つ 大きなね らい だっ たと思い ます．＜ 7＞
・今まで の 養護 ・訓練で 関わ っ た経験を振 り返 ると，3年生の 時，この くらい 首 が据 わっ てい るんだ っ た ら，5年生 くらい に なる とき

には首 が据 わ っ て くるか なとの想定の 下で ，首が 据わ っ て くれ ば，あとは割 とス テ ッ プは早 い の か なと．小学部卒業する くらい には

コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン ツ

ール を活用で きる力をつ け らた らと．＜ 7＞

自立 活動（養護・
訓 練）専任や 関

係 機関の 助言

・
養
・
訓専任 が足首 の 伸 ば しをされて い た の で ，教 えて い た だ い た りして い ましたが，なぜ こ の 目標 を，とかは…思 い 出せ な い で すね．

まあ，つ い て 行 くの に
一

生懸 命だ っ た とい うの が正 直 なとこ ろで しょ うね．〈 1＞

憐 の子 ども医療福祉 セ ン タ
ー

の PT，　OT の 方と協働で 取り組む 自立活動があ り，向 こうで や っ て い ることとの リン クとい うの もあっ て ．
この 指導につ なが っ て い たこ とを覚 えてい ます ＜2＞

・それ まで の 肢体 不 自由校 で の 経 験 と，他の 先生方 がや っ て い る こと，主治医と，当時 は病 院の PT に通 っ て い たの で，そこの 訓

練の 先生 の話，そ うい うの を総 合 しながら組み 立 て て い た ように 思い ます ね ．＜ 5冫

・前年度 の 引継 ぎと，養
・
訓の 担 当者 がい た か ら話 し合 い を して ，自分 が わ か ら ない もの だか ら。で も明 らかに首が しっ か りして な

か っ た か らそこ は指 導 しな くて はと思い ました が，肢 体不 自由養護学校は 訓練 が中心 だと思 っ て い たから，そこら辺をしなくて はい

けない もの だと思 っ て い ました．全体 像でこ うい うふ うに な っ て ほ しい なとい うの は多分 考えて い なかっ たと思い ます．＜6＞

自立活動〔養護・
訓 練 ）専任 と し

ての 立場 や 自ら

が 習 得 した 指

導 法

・自立活 動専任 とい うこ とで ，決 まっ て い た わ けで は ない ので すが，肢体 不 自由校 の 養護 ・
訓練か ら自立活動に 至 る流 れの 中で 身

体の 動 き く2＞

・（自立専任 は身体 の 動 きを中心 にやると）決 まっ て い た わけで はな く，肢体不 自由のある子どもにとっ て 大事なこ ととして，何となく

そうな っ て い た．小 さな学校 で 自立活動 専任 も
一
人で ，歴 史的に 養護

・
訓練 から自立活 動，X 校で勝負するの は身体の 動きの指導

をし っ か りしますよ，とい うもの が あっ た．（ 4）

・
運 動

・
動 作が ある程度，自分の 技 法 として，ある

一
定 自分で も勉 強もして い る し，そこを関 わりの 糸冂 として非 常に大きなとこ ろが あ っ

て，そこを やる こ とで コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン とか 基盤 に なる健康面 とか ，何 で も作 っ て い ける とい うの が 自分の ベ
ー

ス に あっ て，そうい

うかか わ り方を自分が や っ て きたの かなあ と思い ます ね．その 子 に とっ て み れ ば 環境 との 関係性 を自分 の 中で 見開くとこ ろ もあっ た

りとか ，あるい は，立 つ 中で ，例えば心 臓 で も寝た ときとは違う心 拍数に なる ，身体 の 活性 化があ るんだと思うん です そうい うこ

と をべ 一ス に持 っ て い くの が動作 的 な発 想，運動
・
動作に は ある の か なと．当時 自分が 持 っ てい た考え方で す 認知で も健康で も

運 動動 作が べ 一ス に なるの か なと．＜7＞

学 校 の 組 織 研

究

・研究指定 を受け てか，あるい は自立活動の専任の 先生がすごか っ たの か，「呼吸 援助」 「排痰 援 助」 につ い て ものす ごくカ を入れ

て い ました．同 じ肢 体不 自由の 養護学 校 か ら きて も，先生たちの 呼吸 や排 痰 に関する関心が 高い こ とに 驚きました．だから，設 定

され て い る 目標 も，特 に B さん の ように 呼吸 が 安定しなか っ た りする予の は，ダイレ ク トにそ ん な 目標が あが っ て い たの だ と思 い ま

生 く3＞

・姿勢保 持 と逆 に生活 の 拡大 を考えた ときに ，重 度 と言 われる子どもたちをリクライニ ング ば か りで 生活 させる ことの 弊 害を他の 子

どもたちにつ い て も感 じるこ とが多い 時期だ っ たの で，中 1の 終 わ りに担 任 たち と話をして 中2か らはもう少 しB さんの 姿勢 と生活

を考えて い こうとい うこ とになっ て 〈4＞

〈 〉 内の 数字は Table　lで 示した対 象者を表す

　【当時の 指導に対す る反省 】に 関す る具体的

な発言内容 を Table　6に示 した 。 【当時の 指導に

対する反省 】には 、 匚自身の力量不足 に よる戸

惑い や 苦痛］ ［子 ど もの 成 長を見通すこ との 難

しさ］ ［子 ど もの成長か ら学 んだこ と］［指導目

標 ・内容を設定す るプ ロ セ ス の 課題や 評価］［コ

ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の 指導 に対す る反省 ・後悔］

［卒業後の 生 活を意識 した指導 に対す る反省や

悩み］が分類 され た 。 ［自身の 力量不足 に よる

戸惑 い や苦痛］で は、担任 3名が 重度 ・重複障

害の ある 子 ど もの 実態に応 じた指導 目標 ・内容

を設定する こ とへ の 戸 惑 い や 、 戸惑い を抱 えた

状態 で授業 を担 うこ との苦痛を述 べ た 。 ［子 ど

もの 成長を見通す こ との 難 しさ］ と ［子 どもの

成長か ら学ん だ こ と］は同一
の教 師の 語 りが分

類 され た 。 ［指導 目標 ・内容を設定す る プ ロ セ

ス の 課題 や評価コ に つ い て 語 っ た の は 専任 3名

で あ っ た 。 匚コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン の 指導に対 す

る 反省 ・後悔］で は当時 は意図的な指導を行え

て い なか っ た こ とへ の 反省や 後悔 が語 られ た 。

［卒業後の 生活 を意識 した指導に対す る後悔や

悩み ］で は 、

一
つ

一
つ で きる こ とを積み 重ね た

在学時の 実践に 卒業後の 生活で使 える力 を育 む

視点が欠けて い た こ とへ の 反省や 、年齢に応 じ

た指導に 関する悩みがあげ られ た 。

　【学校教育の 意義の 再認識 】に 関す る具体的

な発言内容を Table　7に示 した 。 【学校教育の 意

義の 再認識 】に は 、 ［心 身が成長す る 時期 だか
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Table 　6　【当時 の 実践 に対する反省 】の 具体 的な発言内容

サ プ カテ ゴ リー 具体 的な発 言内容 く 発言者 〉

自身 の 力量 不

足に よる戸惑い

や苦痛

・肢体不 自由養護学校は初めてでした．す ご く戸惑 うこ とばか りで．教科 の ように 教 える こ とが決 まっ て い ない 養・訓，何を指導す
る の か ，そ うい うの が ハ ッ キ リし ない まま毎日が何 となく流れて い くこ とで 非常に もや もや もや もや して て ，は っ きり言 っ て 1年目は とっ

て も苦痛で苦痛で ，＜1＞

・出会 っ た 1年生の 時は本当に筋力が弱 くて，一人で 座るこ とは まずで きない だろ うと思 っ て い たし，寝 た きりで 反応 もあまりよくわ

か らなか っ た し，よくわからなかっ たんだと思うですね．〈5＞

・ただ何 もわか らない 状態で したね．正直，自分が わ からない か ら言 われるままに，とい うところで したね．肢体不自由と言 っ た ら，
や っ ぱ り訓練が中心に なりますよね．それがその 子に とワ て はそ れをしない とい けない とい うの は わか るん で す （略）首を据わ らせ

るこ と，座らせ た りするこ とが 必要だか ら，と本当 にそれだけを考 えて や っ て きた，とい う感じで すね ．く 6ン

子 どもの 成長を

見通すこ との 難

しさ

・重度の 子どもたちは ，こうなっ てこ うなっ てと 〔右肩上 が りに） はい か ない で，昨日まで 笑顔だ っ た子どもが 亡 くなる こともある し，
重度化する子どももい るし，あまり変わ らずにい ける子どももい る とい うの を，ぼ くら は どの 程度想定で きる んだ ろ うと＜5＞
・9年間で 果た して どこ まで で きるか，めざましい 変化 が ある わ けで は な い じ ゃ な い で すか ．その 子 をず っ と 9年 間担 任するわけで

もない し．＜6＞

　　　　　　　　
・人 は 身体の 動 きが 先 じゃ な くて ，や りたい こ とが あるか ら動 くし，立 つ し，歩 くし，そ うい う当た り前の こ とをC さん に教 えて もら っ

隷 轡 戀螺羆 響灘灘韆溺絏鞍薦讌猫 識 蒲 島
　　　　　　　　りして きたんで しょ うね ，次の 年は リクライニ ング座椅 子で座 っ て い られ るように な っ たか ら．＜ 6＞

指導目標・内容

を設 定するプ ロ

セ ス の 課 題 や

評価

・
ゲ
ー

トトレ
ー

ナ
ー

とい う
一

つ の い い 道具があ っ たか ら，じゃ あ．こ れがで きる ね，み たい な発想 をして しまった の か な とい う反省は

残 ります （略）し っ か り身体を支えるた め の 基 盤づ くりの 指 導であれば 別に ゲートトレーナ ーが 必 須で は なか った の で は ない か なと
く 2＞

・で きて な い こ とが で きる，悪 か っ たところが 良くな っ て い く，ス テ ッ プが
一．

つ 上 が る ，とい うこ とに 対する喜びや満足 感はあ っ たん

だけ れ ども，それ は その 先 どこ につ なが っ て い くんで すか ，とい うの が ，い や あ 行 ける とこ ろ まで，みたい なとこ ろが あ っ たか なあ

と思 い ます 　く2＞

・見て捉える．聞い て 感じる，触 っ てや っ てみ る，そうい うこ ととt 座 っ た り、カ を入れす ぎない こ とが で きた り，落ち着 い て呼吸 を
した り，力を抜い た り，そ うい うこ とが 全部 関わ っ て い るん だな あ とい うこ とを （今 は ）思って い ます 〈2＞

・
当時は 専任の 立場もあ っ て ，自立活動 の 中の 身体 の動 き，呼 吸 と関係が あるか ら健康の 保持，B さん の 発 信，表 出 も大事 にと思 っ

たか らコ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン．くらい な，その 部分 しか 扱って い なか っ た，リハ ビリの 人で もで きる こ とな ん じゃ ない ？とい うようなこ と
で や っ た気に な っ て た とい うの は ．すご く反 省として あ ります．＜4＞

・
調和 的 な発 達の 基 盤の 重 要性 もち ょ うど 言 われ るようにな っ て きて い て，ただ当時 の 自分 に はそ こ まで 考 える 余裕 もなく，身体 の

動 きだけで な くて，ちょ うど重度の 子ど もた ちが 増 えて きて，健康面，呼吸 と姿 勢 の関 係が 言わ れ 始 め た 時期 だ ったの で，勉強す
る範 囲が まだその 辺 に 限 ら れて い た 、コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン や人間関係 を育んで い くため の プ ロ セ ス とか段 階 とか，い わ ゆる前学 習，
初期学 習と言 われ る とこ ろの 認 知面に つ い て は ，まだまだ後 になっ て か らで す，＜4＞

・
座位 をとらせて 目の 高さを上 げ て あげ る，姿勢 だけの 話で なくて 環境 との 関 係性，空 間を支 配 して い くためには日の 高 さを ヒげて

あげ ない と，寝 たままの 状態で は 平 面的 で 理解 で きない わけだか ら，そ うい う空 間 関 係 を作って い く，そk をもとに認知 を高めて
い くこ とは当然必 要なわ け で，指導の 在 り方 として は 間違 っ て い ない と思う．ただ，動作だ け改善 する とい うこ とで はな くて，もう
少 し補助 的 なこ とも含め て ，何か する方法 もあっ たの かなあ とい う気もします 補助具を使った りとか．当時 はあ まり子 どもの 姿勢
にあ っ た車い す等もあまりな くて．そうい う中で 補助 具も使い なが ら姿勢を保持 したり表出 の 指 導 をした りとい うこ ともあっ た のか
なと．＜ 7＞

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 指導に

対する反省・
後

悔

・
コ ミュ ニ ケ

ー
ショ ンの 部分もB さん が 発 する声や緊張 の入 り具合 を読 み 取る だけ で 終わ って たん ですけど，例えば，提示した物を

じっ と見てパ ッ と目を離 して 人を見る とか ，そ うい うこ とっ て きっ とあ っ たは ずなの に 評価で きて なか っ た．〔略）二 項関係の段階だ
けで 彼 女をぶ つ 切りに して い て ．出先で は きっ と三 項関係 が求 められ るん だろ うし家で は成立 して い た こ とか もしれ ない ．それが本
当に で きて い なか っ たなあと．や り直せ るな ら指 導 したい で T．＜ 4 ＞

・
子 ど もの 前に何か 好 きなおもちゃ を提示 する ことは あっ た けど 「身体 が ちゃ ん と保 て て るね 1」 とい うこ としか 評 価 して い なか っ た

で ず 今だ ったら，何 を提 示 するかとか，提示の 仕方とか ，子 どもの 反応 に どう答えて い くか とか ，考え ると思い ま歳 ＜4 ＞

・
（担任 が）あ まりにもそ の子 との 関係を作りすぎてるとい けない の で ，それ を上手に分配する とい うか ，周 りに見える形 にしてい くこ

とが 社会 に出 る上で は大切か なあ と思い ますね ．〈5＞

・
（集団 力を生 かす ための 指 導 を） 大事に は 思 っ て い ろ い ろしてたと思 うんで すよ．子 どもに子 どもの 名前を呼 ばせ た り，具体的に

は あまり覚 えて い ませ んが 結 果 的に 集団が 功を奏 して た と思 うん です けど，〔略）人の まね をする とか ，で もそん なこ とあ っ たの か
なあ．こ っ ちが意識 してみて い なか っ た ．＜6＞

・
当時 はそば にい て ，何 をした い の か よめ る か ら，つ い つ い 手を出 して しまっ たん です けど，今だ った ら放って お くだろうなあ と．ゴ

ロ ゴ ロ が できて い たか ら．遠 くに好きな物を置い て 「おい で」 と取 らせ て遊 ばせ て，どうして も自分で は うまくい か ない ときには声を
出す まで 待 っ てお くとか，そうい うの を生活の 中に も入 れて い くと思 うんで すよ．で も当時 はそ の 辺 は力を入 れて い なかったんじゃ

な い か と思い ます．＜ 6＞

卒 業 後 の 生 活

を意識 した 指

導に対 する反省

や 悩み

・
や は りどん な 力を在学 中に 身につ けさせて い て も，そ れを将来的に家庭や校 外で使 えなくて は意 味が ない ．「で きる こ と」 と 「使

える こと」 が 別物 に な っ て い た の だ と思い ます 実 際指導 して い る時 っ て ，目の前 の 目標 に
一

生 懸命 で ス モ
ー

ル ス テ ッ プで 評価をし

なが らい くわ け で すが ，どこまで を求めて ，目標 を設定 して お くべ きな の か ，とて も重要だ と思 い まず ＜3＞

・今の 生 活に とっ て は ，当時や っ て い た こ とが直 接つ なが っ て な いな とい うの は なん とな くわかる く4＞

・小 1．小 2くらい の 頃は 毎 日毎 日発 見が あ っ たり，で きる こ とを本人 とお 母さん と喜び なが ら次 につ なげて い っ た ように 思い ま
『
凱

時間が経 つ と，ああこん なこ ともで きるように な っ て る ，とい うの も確認 しなが ら．でも小 さい 頃と大 きくなっ て か ら，重 度の 子 ど も
た ちの 大 きな違 い は，抱 っ こ をされな くなるんで すよね ．小さい 頃は い っぱい 食べ て 大 きくなるの がみ ん なの 喜び 本人，保護 者，
そ して 自分たちを含 めて納 得で きる，その 予なりの 適正体重 とい うのは何だろうと今で も考えたりします く 5＞

〈 〉 内の 数字はTable　1で 示 した対 象者を表す
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実施 した 指導の 振 り返 りに よ る 設定 され た 指導 目標 ・内容 の 妥 当性 の 検討

Table　7　【学校教育の意義の 再認識】の 具体的な発言内容

サ ブカ テ ゴ リ
ー

具 体的 な発 言内容 く 発 言者 〉

心 身が 成長 す

る時期だか らこ

そ必 要 な指 導

・学校時代は実用的な歩行は無理 なのか もしれない と思 えて で も，それ に 向けて 努力して い くこ とが大事 だと思うんで すよ．本人，
お母さん ，教師で 「これ を頑 張 っ て で きるようになろうね」とい う先をもっ て い ない と，現実 で 「無理 よね」で はい けない なと思うの で．
取り組ん で い くこ とは大切だと思い ますね．その こ とが や っ ぱ り私たちの 喜び で もあ り，子 どもの 喜 び 保 護者 の 喜びで あり，頑張 っ

て い くこ とが，と思い ますね．＜ 1＞

・（卒業後にで きなくなることが 想 定され る指 導で も）それは必要なこ となん ですよね．6年，3年，9年 問 しかない けど，今の そ の

子に とっ て はそれが必 要 なこ と．それ とは別に ， 先の ことを考えたらもっ とこ の辺 も，と．＜6＞

自分 の 思 い を

表 出 し伝 えるカ
の 育成

・
コ ミュ ニ ケ

ーシ ョ ンで しょうね．ちゃ ん とした言 葉は 言えない に して で も，声を出すとか ，表情 や身体 の動 きがあると思 うし，自分
の感情を，うれしい ，嫌だ，そ うい うの をきちんと出して い くこ とで 相手に伝える カが つ い てい くん じゃ ない か と思い ますね．〈1＞

・
コ ミュ ニ ケ

ーシ ョ ン 能力 っ てすご く大 切か なあ と思い ますね．楽しい こ とは楽しい ，嫌なこ とは嫌 っ て，本 当にい っ ぱい 感 じさせ て，
それ をどう表出した らい い か，周 りに わかる ように してあ げた らい い か を，ずっ とつ なげて い くこ とが，社 会に 出る上で 大切 なん だろ

うなあと思い ます ＜5＞

・集団が学 校 の魅力だと思 うん で す．訓練 する に しろ，隣 の 子 ど もが 泣い た ら，何 か感情 はある，それで変 わ っ て い るか もしれない．
集団の 力が 学校 かなと思い ます 〈 6＞

・
コ ミニL ニ ケ

ー
ショ ン カだと思 います （略）自分の意思の 表出をどれ だけ高めてあげるか，それをやっ て い かない と関係性 は とれ ない ．

高めるた めの 根 本 に は姿勢の 問題 が あ ワ た りとか ，生活 の リズ ムの 問題 が あっ た りとか．生 きて い く中で は，D さんが どれ だけ 介助

をして もら っ て もい い か ら，こうい うとき に こん な 風 に して 欲 しい ，こうい うと きは気持 ちがい い んだとか，嫌 なんだとかい う表 現 が

で きることが，結 局，本人 に とっ て 生活の 質を上 げる こ とに なる か ら （略），コ ミュ ニ ケ
ーシ ョ ン カ を高めて あげるこ とが一番大切 な

んだ と思い ますね．＜ 7＞

　　　　　　　　
・
歩ける ように な っ た とか ，うまく体 重が 乗 る ように な っ た とい うところで 終 わ る と，教育 として は 今思うと間違 い で はない で すけどそ

　　　　　　　 こ で 終 わ りで はな い と．あまり体重 は乗 らない か もしれ な い けど．芝生 広 場 を 自由に動 い た り体 育でかけ っ こ をや っ てみ た りとか，
　　　　　　　 学校 で や っ て い る い ろ ん な活動，教 科，文化遣産に触れて い く体験，そこに乗 っ てい けるようにするための 自立活動 の 指 導に して

　　　　　　　 いか ない とい けない の か なあ と，最近は い つ もそれ を考えるようにな りました．自立活動 を主として 指導する教育 課程 だ と 「何の た

　　　　　　　 めに 」 をもっ て ないか ら 自立 沽動の た め に み た い に な っ て しまっ て，ミニ OT ，ミニ PT 的 な，でも本当の 専 門家の ような医学 的 な，
　　　　　　　 解剖学的な，運動学的な知識は 乏 しい の で 形 だけ にな っ て しまっ たり

…．めざす もの の 何 に つ なが っ て い る の か，めざす子ども像，
学校ならで は の 　 ここに の ぼ る道筋と して 教科 がある の かなあ と，思っ て い ます，＜2 ＞

体験や学習　　　
・
すご く悩ん で い た時期 があ って ，医療 職の 専 門家の 方 とや りとりをして ，コ ーデ ィネーターの 役 割を果た して，そ れ で OK と思って

　　　　　　　 い た 時期 もあっ た けど，じゃあ 自分 は何 なんだ，つ なぎ役 で終 わりなの か，学校で 過ごす時間は家庭 の次に多い は ずだ と，そ う考

　　　　　　　 えたと きに，やっ ぱ り学問 を教 えるところなんだ，学 びの 場 だと思 っ たんで t ，それが で きるの は や っ ぱ り学校だ し．うまく説明で

　　　　　　　 きない です けど，身体 だけ を元気 をす る場で もない し，身体の 維 持 に時 間を費や す場で もな い し，しか も見守られ るだ けの 場 で も

　 　 　 　 　 　 　 ない ．＜4＞

　　　　　　　 ・教育 で大切 なの は，生 きる喜 び そこ に行 く楽 しみ．そこ には楽 しさがない とい けない し，成果をある 程度見せ て い な い と親御さ

　 　 　 　 　 　 　 ん も本人 も行 きた い と思 わない ．その 積み重ね だと思うんで すよね．＜5＞

く ） 内の 数字 はTable　1で 示 した対 象者を表す

らこ そ必要 な指導コ ［自分 の 思 い を表出 し伝え

る力の 育成］ 匚学校な らで は の 体験や 学習］が

分類 され た 。 ［心 身が 成長する時期だか らこそ

必 要 な指導］につ い て は、卒業後の 生 活にお け

る実用性が 低 くて も必要な指導が ある との 認識

が 示 され た 。 匚自分 の 思 い を表 出 し伝 える力 の

育成］ は 4 名の 教 師があげ た 。 ［学校 な らで は

の体験や 学習］で は、学習の基盤 として 自立活

動の指導で培 っ た力を子 ど もが 発揮 して各教科

を学ぶ 機会を保障す る こ とや登校の 楽 しみ を引

き出す指導の 重要性が あげられ た。

N ．考察

　在学時の 指導記録か ら、 教師は在学時の 卒業

生 に対 し、 身体面の 課題 に焦点化 した指導を運

動 発達 の プ ロ セ ス に即 して積み重 ね て きた こ

と、またそ の 指導が 自立 活動の指導の 中核 と

な っ て い た こ とが 明 らか とな っ た。そ こ で 、以

下、自らの 実践を振 り返 る教師の 語 りの 結果に

基づ き、指導 目標 ・内容設定に至 る プ ロ セ ス と

在学時の 指導の 評価 、 カ リキ ュ ラム研 究の 必要

性 に つ い て 考察を述べ る 。

　　1 ．指導目標 ・内容の 設定に至 るプロ セ ス

　 「指導 目標 ・内容設定 に 至 る プ ロ セ ス 」 に つ

い て は、［漠然 とした成長 の 見通 しや 卒業後の

生活の イ メ
ー

ジ］の もと 、 子 ど もの 健康状態を

確保 しな が ら （［子 ど もの 実態 ］）、 定頸 がで き

れば座位へ
、 座位が安定す れば立位 へ と、 身体

面の 課題 に 焦点化 した 指導を中心 に ボ トム ア ッ

プ の 指導を積み重ねて きた指導の 実態が明 らか

にな っ た 。 自らの 指導 がその 後の 子 どもの 成長

や 卒業後の 生活 に どの ようにつ ながるの か に つ

い て 具体的に捉えきれ ない 中 、 ［自身の 力量不

足に よる戸惑い ・苦痛］を抱える教 師 く担任 A ，

C，D ）は ［自立活動 （養護 ・訓練）専任や関係

機関の 助言］ を指導 目標 ・内容を設定する際 の
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拠 り所 と して い た 。

一
方 、専任 は ［自立活動 （養

護 ・訓練）専任 と して の 立場や 自らが 習得した

指 導法］ を拠 り所 に 実践 した 指導に つ い て 、

『ゲ ー トトレ ー
ナ

ーと い う
一

つ の い い 道具が

あ っ たか ら、 じ ゃ あ、これが で きるね 、 み た い

な発想 を して しまっ た』 （専任 A）、身体の 動き

や健康の 保持 、 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 『そ の 部

分 しか扱 っ て い なか っ た』（専任 B ） と語 っ た

よ うに 、 自立 活動 の 内容 を十分に 関連づ けて指

導内容 を設定で き て い なか っ た こ と を反 省 し

た。専任D の み がD 児 の 姿勢 や認知、 コ ミ ュ ニ

ケーシ ョ ン における課題問の 関連を振 り返 りな

が ら、「指導の 在 り方 と して は間違 っ て い な い

と思 う』 と 自身の 実践 を評価 した （［指導目標

や 指導 内容 を 設 定す る プ ロ セ ス の 課 題 や評

価］）。

　各教師が A 〜D 児 を担当 した時点の 肢体不 自

由教育経験年数 （Table　1）に よる と 、 担任 A は

新任期 に 、 専任 C は 中堅期 に 、 そ して残 る 5名

は 安定期に相当す る 。 こ の ような教 師の実態 は、

新任期及び安定期 は 自らが 設定した指導 目標の

不確実性か ら 日々 の 授業 に不安を抱 き、中堅期

以 降 に 指導 目標 に
一

定の 自信 を抱 くに至 る重

度 ・重複 障害教 育担 当教 師の 成 長の プ ロ セ ス

（
一

木 ・安藤 ，
2011）を反 映 して い る と考 えられ

る 。 内容選定 の 段階か ら教師の 裁量 に委ね られ

る 自立活動の 指導の 質を担保す るため に は、担

任の 成長を支える 自立活動専任の 配置が 不可欠

で あ り、 また 、 専任 自身の 成長 の プ ロ セ ス を保

障す るため の計画的な後任の 育成が 、 各校 にお

ける 自立 活動 の 実践 の 質を左右す る だ ろ う 。

　 2 ．在学時の指導の評価

　「在学時の 指導の 評価」 に つ い て は、匚コ ミ ュ

ニ ケ ーシ ョ ン の 指導に対す る反省 ・後悔］が 示

され 、 学校教育 として ［自分の 思い を表出 し伝

える力の 育成］が 重要不可欠ある こ とが指摘 さ

れた 。 A 〜 D 児の 指導記録で は 、 姿勢保持や 歩

行等 、 運動機能の 向上 に関す る指導の 目標や評

価は具体的に記載され て い た の に対 し、外界へ

の気づ きや 人や物 と関わる力 を育む指導に つ い

て は活動内容を中心 とした記載に限 られ た 。 自

立活動 （養護 ・訓練）に つ い て は個々 の 実態に

応 じて必 要な 内容 を選定 し関連づ ける こ との 重

要性が 強調 され て きた 。 しか し、 運動機能の 向

上 をめ ざす指導を行 う中で 、そ の 子どもの 認知

や 外界 へ 関わる力 の 実態 との 関連 をとらえて い

たの は専任 D の み で あ り、 それ らの 力 を育む指

導が系統 的 、 計画的 に積み 重ね られて きた とは

言 い 難 い 。 担任は専任や 関係機関の 助言に頼 り、

専任A や 専任 B は 自身 も成長の プ ロ セ ス の 初期

にあ っ た こ と を考慮すれ ば必然 の 結果で は ない

か 。

　 自立活動 の 指導で は、なぜ そ の 指導目標 ・内

容 を設定 した の か 、内容の 選定か ら指導 目標 ・

内容の 設定 に至る プ ロ セ ス につ い て教師間で 共

通理解 する こ とが 何よ り肝要 となる 。 子 どもの

変容や生活年齢を踏 まえ て 指導 の 継続 や 目標 の

切替 を判 断す るため に も不可 欠で あ る。 自立活

動専任 が実態把握か ら指導目標 ・内容 を導 き出

すプ ロ セ ス で行 う思考や 判断に担任が 学ぶ研修

の 機会を確保す る こ とが重要 と考える 。

　今回 の 担任 D の 振 り返 りの 中 に 、 ［子 どもの

成長 に対する具体的 な期待コ を語 り、 3年後 の

姿 を描 い て 実践 し た 自 らの 指 導 を評価 し た

（［子 どもの 成長の 見通 しや 卒業後 の 生活］ ［指

導 目標 ・内容 を 設定す る プ ロ セ ス の 課題 や 評

価 ］）専任 D が指導 目標
・内容 を導 き出 した プ

ロ セ ス を理解 し共有 した事実 を確認す る こ とは

で きなか っ た。D 児が 在籍 した 時期 に X 校には

各教師が個 々 の 子 ど もに 作成 した指導計画 は存

在 したが 、学校 と し て 共通の 実態把握か ら学習

評価 に至 る プ ロ セ ス を整備す るに は至 っ て い な

い
。 個 別の 指 導計画 の 作 成 は、平成 11年告示

の 特別支援学校 学習指導要領で義務化 され 現在

に至 る 。 担任が子 どもの 実態把握か ら指導目標 ・

内容 を設定するプ ロ セ ス の 中で 、 自立活動専任

が どの よ うに関与す る と 、 自立 活動の 指導 にお

ける教師の 成長を支 えるこ とがで きる のか 、こ

の 視点か ら各校の 個別の 指導計画作成 の シ ス テ

ム を見直すこ とが 重要で は ない か 。

　 3 ．カ リキ ュ ラム研究の必要性

　最後 に 、 ［子 どもの 成長 を見通 すこ と の 難 し
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実施 した指導の 振 り返 りに よる 設 定 され た 指導 目標 ・内容 の 妥当性 の 検討

さ］か ら子 ど もの 成長を通 して指導の 考え方や

成果 を自覚す る教 師の 実態 （［子 ど もの 成長か

ら学 ん だ こ と］）や ［卒業後の 生活 を意識 した

指導に対 する反省や悩み］は、重度 ・重複障害

教育 に お ける カ リキ ュ ラ ム 研究の 必要性 を示す

もの と考 える。

　教師に カ リキ ュ ラ ム づ くりの 力量が問われ る

時代 で あ る （安彦，2002）。 Wiggins とMcTighe

（2005）は 、 求め られ る結 果 とその 結果 を承認

で きる証拠 （評価 法）を学習経験 と指導の 計画

に先立 っ て 明確にする 「逆向き設計」（Backward

Design ）論 を主張 して い る。個 々 の 実態 を基 点

として指導 を立 案す る 自立 活動の 指導の 考え方

を補完する視点 として 、 自校 の 子 ど もが 成長し

た卒業時の 姿を具体化 し 、 そ の ため に必要な教

育内容
・方法 の 検討 を行 い 、「逆 向き設計1 に

よる 日々 の 授業実践に臨む視点を もつ こ とが 求

め られ る。今回、［学校 の 組織研究］が指導目標・

内容 を設 定す る際の 根拠の
一

つ に あげ られた 。

【当時の 実践 に対す る反省】や 【学校教 育の 意

義の 再認識】の 内容 をふ まえて 、 自校の 子 ども

が成長 した卒業時の姿や必要な教育内容 ・方法

を検討 し、 その 成果 を各教師が授業実践 に 生か

す取組を促す学校研究の 展開が課題で ある 。

V ．今後の課題

　本稿で は 、 肢体不 自由特別支援学校在学時に

自立活動 を中心 に学習 した 卒業生 の 指導記録

と 、 在学時の 指導を担当 した教師に よる当時の

指導の 振 り返 りに焦点 を当てた。今後 は、本稿

の 結果を卒業生の 保護者の 学校教育に対す る評

価 と照合する こ とを通 して 、 これ まで の 自立活

動を主 とする教育課程で 実施 した指導の 成果及

び課題 を改めて 検討 し 、 明 らか にする こ とが課

題で ある 。
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The  Examination  ofAppropriateness  of  Setting Learning krgets and  Contents by Reflectting

    on  Lessons for Children with  Profound and  Multiple Learning  Difficulties at  School

    
-

 Lessons  in JIRITSUKATSUDOU  Course  for Graduates  from  Special Schools -

Kaoru  ICHIKI  and  Takao ANDO

 The  purpose ofthis  study  was  to examine  appropriateness  of  setting learning targets and  contents  by

reflectting  en  lessons for children  with  profbund and  multiple  learning difTiculties and  teaching records

at school. The subjects  ofinterviews  in this research  were  7 teachers  (4 class teachers and  3 fu11-time

teacher ofJIRITSUKATSUDOU),  The results indicated the fbllowing points: (1) teachers  had only  a

vague  assumption  of  the growth of  students.  (2) teachers  had gave lessons to enhance  the physical
moyement  of  students  carefu11y. (3) class teachers had been perplexed because they had not known

what  to set  targets and  contents  of learning. (4) fu11-time teachers  of  JIRITSUKATSUDOU  had not

deliberated on  connection  with  contents  of  JIRITSUKATSUDOU.  Based  on  results,  the fbllowing

were  discussed: (1) it was  necessary  to place fu11-time teacher ofJIRITSUKATSUDOU  who  supported

the elass teacher and  planed on-the-job  training to set  targets and  contents  of  learning. (2) it was

important to discuss whatlhow  to teach students  at  school  among  teachers.

Key  words:  JIRITSUKATSUDOU,  setting targets and  contents  of  learning, graduates from special

       schools,  reflectting  on  lessons for children  with  profound and  multiple  learning

       difficulties
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